平成24年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：林業費　目：森林整備費
	事業名:　新　森林整備支援加速化事業費補助金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　　林政部　森林整備課　整備担当　電話番号：058-272-1111（内3192）
　　　　　　　　　　　E-mail：c11515@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：708,457千円（前年度予算額：0千円）
	事業内容


	１　事業の内容


1 　集約化と施業システムの合理化（低コスト化）が進み、間伐材の搬出が20ｍ3/ha以上確実に見込まれる団地に当該事業を優先的に充当し、さらなる施業の合理化と間伐材の搬出を加速する。
2 　地形や立木の成長具合などにより、事業地の集約化が困難な森林、特に「森林整備事業」の間伐で申請に必要な面積な5.0ha以上の施業地のとりまとめが困難な森林の間伐を支援する。

　【補助率・採択要件等】
・補助率 68/100「森林整備加速化・林業再生基金」
・申請必要面積　0.1ha以上

・搬出材積　20ｍ3/ha

・集約化実施計画策定地であること
	２　所要経費


補助金　707,679千円
事務費　　　778千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


平　　　　　　　　　　Ⅳ　美しい自然と環境を守る「清流の国」づくり
　１　森・川・海をつなぐ清流とふるさとの自然を守る
　　・多面的機能の維持・増進が急務な人工林に対して重点的な間伐を推進する。

	２　これまでの取組状況


平成21年度までの「新緊急間伐推進五ヶ年計画」(H17～21)では、５年間で74,000haの間伐を計画し、約72,200ha（計画達成率約98％）を実施した。
	３　これまでの取組に対する評価


　「新緊急間伐五ヶ年計画（Ｈ17年度～Ｈ21年度）」の策定時に間伐未実施だった森林の多くが解消されるなど、災害に強い森林づくりが進んだ。

　また「条件不利森林整備加速化事業（Ｈ21年度～Ｈ23年度）」により、奥地等の条件が不利な森林の整備も進めることができた。

　こうした状況にあって、平成23年度から国の「森林整備事業」の補助制度が大きく変更され、「間伐」については、原則搬出間伐に限定し、施工地を5.0ha以上取りまとめ、加えて1.0haあたり平均10ｍ3以上の間伐材の搬出が要件化された。
  県では、平成22年に、「岐阜県間伐推進加速化計画（Ｈ22年度～Ｈ26年度）」を策定し、災害に強い森林作りを進めるとともに、特に利用間伐を推進していくことを目標に掲げ間伐に取り組んでおり、当事業を活用し引き続き間伐を促進していくことが重要である。
	決定額の考え方


つぎ足し補助（特交分）については、国の制度が不明なことから当初予算での計上を見送ります。
	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金
負担金
	使用料
手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	708,457
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	708,457

	決定額
	677,236
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	677,236


